
展示試食会に訪れた人も
真剣にJ ヾフ'り力を味わった

エダマメ関係者360人

北海道に集合

郷
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し

う
｡

｢
日
本
で
は
『
食
後
の
デ
ザ
ー

ト
』
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
､
果
物

は
特
別
な
存
在
｡
毎
日
果
物
を

欧
州
属
テ
ィ
ス
プ
レ
イ

旬
の
果
物
を
お
土
産
に

店
舗
で
は
､
八
百
屋
が
母
体

と
い
う
強
み
を
生
か
し
'
旬
の

フ
ル
ー
ツ
が
並
ぶ
､
果
実
倶
楽
部
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
(
上
)

札
幌
市
西
区
の
青
果
店
｢
庄
司
商
店
｣

野
菜
と
果
物
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
用
し
て
い
る
｡
ド

リ
ン
ク
に
も
強
い
こ
だ
わ

り
が
あ
り
､
水
を
一
切
使

用
し
な
い
1
0
0
%
フ

レ
ッ
シ
ュ
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー

ス
を
提
供
｡
ス
ト
レ
ー
ト

で
飲
む
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
'
シ
ャ
ン
パ
ン
や
ビ
ー

ル
な
ど
様
々
な
ア
ル
コ
ー

ル
と
の
マ
リ
ア
-
ジ
ュ
を

日
本
野
菜
ソ
ム
リ
エ
協
会

(
福
井
栄
治
理
事
長
)
が
開
催

す
る
'
生
活
者
と
生
産
者
を
つ

な
ぐ
品
評
会
｢
野
菜
ソ
ム
リ
エ

サ
ミ
ッ
ト
｣
の
第
7
回
日
が
先

.

ノ

~

月
末
に
開
催
さ
れ
た
｡
今
回
の

テ
ー
マ
は
r
B
J
I
マ
ン
･
パ
プ

リ
カ
｣
｡
全
国
か
ら
1
 
3
組
1
 
6
品
種

が
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
'
野
菜
ソ

ム
リ
エ
他
5
0
人
が
､
｢
食
味
｣
と

-
ン
ニ
ー
ナ
｣
の
試
食
会

関
係
者
や
加
工
業
者
､
小
売
業

者
､
生
産
者
等
'
約
6
0
人
が
参
加

し
､
講
演
や
試
食
を
通
じ
､
研
究

員
と
ク
イ
ー
ン
ニ
ー
ナ
の
普
及

に
向
け
た
意
見
交
換
を
行
っ

た
｡

果
樹
研
が
育
成
し
た
ク
イ
ー

ン
ニ
ー
ナ
は
欧
州
系
ブ
ド
ウ
に

近
い
食
感
と
甘
さ
が
特
徴
で
､

今
年
3
月
に
品
種
登
鐘
さ
れ

た
｡
果
粒
垂
は
1
7
瑠
程
度
と
大

き
く
､
欧
州
ブ
ド
ウ
の
特
有
の

噛
み
切
り
や
す
い
硬
い
肉
質
を

持
つ
｡
糖
度
は
2
2
度
程
度
と
高

く
､
収
穫
期
は
広
島
県
東
広
島

市
で
8
月
下
旬
～
9
月
上
旬

で
､
巨
峰
よ
り
5
日
程
度
遅
い
o

苗
木
は
昨
年
秋
よ
り
販
売
さ
れ

て
お
り
'
長
野
県
や
広
島
県
で

栽
培
さ
れ
て
い
る
｡

セ
ミ
ナ
ー
で
は
､
同
研
究
所

ブ
ド
ウ
･
カ
キ
研
究
領
域
品
種

育
成
担
当
の
佐
藤
明
彦
氏
が

｢
大
粒
ブ
ド
ウ
品
種
の
過
去
と

未
来
｣
と
魔
し
た
､
ブ
ド
ウ
の
品

種
開
発
の
現
状
と
方
向
性
に
つ

い
て
講
演
を
行
っ
た
｡

ブ
ド
ウ
に
は
欧
州
ブ
ド
ウ
と

米
国
ブ
ド
ウ
が
あ
る
｡
欧
州
ブ

ド
ウ
は
品
質
が
商
い
と
言
わ

れ
､
醸
造
用
の
品
種
も
含
め
る

と
世
界
の
ブ
ド
ウ
生
産
の
約
9
0

%
を
占
め
る
o
し
か
し
､
育
成
期

の
多
雨
に
よ
り
裂
果
'
締
果
病

な
ど
の
生
理
障
膏
が
生
じ
や
す

く
､
寒
さ
に
弱
い
と
い
う
短
所

か
ら
日
本
で
の
栽
培
は
難
し

い
｡
一
方
､
米
国
ブ
ド
ウ
は
耐
寒

性
､
耐
病
性
を
持
ち
､
多
雨
多
湿

の
日
本
で
も
露
地
栽
培
が
可
能

な
た
め
､
｢
デ
ラ
ウ
ェ
ア
｣
な
ど
が

普
及
し
た
｡

日
本
の
大
粒
ブ
ド
ウ
の
代
表

品
種
で
あ
る
｢
巨
峰
｣
は
'
こ
れ

ら
欧
州
ブ
ド
ウ
と
米
国
ブ
ド
ウ

の
長
所
を
併
せ
持
つ
品
種
と
し

て
開
発
さ
れ
た
も
の
｡
そ
の
後
'

巨
峰
を
中
心
に
｢
ピ
オ
ー
ネ
｣

｢
サ
ニ
ー
ル
ー
ジ
ュ
｣
｢
ル
ビ
ー
ロ

マ
ン
｣
な
ど
､
他
国
に
は
な
い
日

本
独
自
の
品
種
群
が
秒
成
さ
れ

て
い
る
｡

今
回
紹
介
さ
れ
た
ク
イ
ー
ン

ニ
ー
ナ
は
､
巨
峰
よ
り
さ
ら
に
欧

州
ブ
ド
ウ
に
近
く
｢
璽
｣
た
え

の
あ
る
食
感
を
持
つ
大
粒
ブ
ド

ウ
の
育
成
｣
と
い
う
目
標
の
も

と
で
改
良
が
進
め
ら
れ
た
品

種
｡
赤
い
果
皮
も
大
き
な
特
徴

で
'
交
雑
親
は
｢
安
芸
津
2
0
号
｣

に
､
巨
峰
の
血
を
受
け
継
ぐ
｢
安

芸
ク
イ
ー
ン
｣
｡
少
し
皮
に
渋
味

が
あ
る
の
で
､
皮
は
剥
い
た
ほ

う
が
食
べ
や
す
い
o

今
後
の
ブ
ド
ウ
の
新
品
種
開

発
に
つ
い
て
佐
藤
氏
は
'
｢
現

在
､
食
べ
や
す
さ
を
追
求
し
た

『
皮
ご
と
食
べ
ら
れ
る
フ
ド
芝

が
求
め
ら
れ
て
い
る
｡
そ
の
た

め
皮
を
薄
く
し
て
も
裂
果
し
に

く
い
品
種
育
成
が
今
後
の
大
き

な
課
題
と
な
る
｣
と
'
方
向
性
を

示
し
た
｡

試
食
会
で
は
東
広
島
市
で
蕗

地
栽
培
し
た
同
品
種
と
ヨ
ル

ビ
ー
｣
(
山
梨
産
)
を
試
食
ブ
イ

-
ン
ニ
ー
ナ
に
つ
い
て
参
加
者

か
ら
｢
華
や
か
な
香
り
が
あ
り
､

ジ
ュ
ー
シ
I
L
｢
と
て
も
甘
味
が

強
く
､
食
感
が
良
い
｣
な
ど
高
評

F
 
l
方
で
｢
皮
の
渋
味
が
残

念
｣
な
り
J
Q
声
も
あ
っ
た
o
同
研

究
所
で
は
'
今
回
得
ら
れ
た
意

見
を
参
考
に
｢
果
物
フ
ァ
ン
を

1
人
で
も
多
く
｣
す
る
た
め
､
食

味
の
ほ
か
販
売
促
進
を
含
め
た

研
究
を
進
め
て
い
く
方
針
｡
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l

一

｢
購
入
｣
の
観
点
か
ら
審
査
を

行
っ
た
｡

食
感
'
肉
質
'
う
ま
み
､
香

り
な
ど
を
評
価
す
る
｢
食
味
部

ロ
の
大
鰐
に
選
ば
れ
た
の
は
､

信
州
サ
ラ
ダ
ガ
ー
デ
ン
(
長
野

県
中
野
市
)
の
｢
サ
ラ
ダ
パ
ブ

り
か
ら

き
出
す

わ
り
が

ッ
ケ
-

I: I;:;i･
釆
の
旨
み
を
引

法
や
そ
の
こ
だ

可
愛
ら
し
い
パ

子
供
達
に
食
べ

て
も
ら
い
た
心
と
い
う
思
い
が

∴
∴
㍊
∴
･

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
､
野
菜
ソ

州
み
か
ん
｣
を
テ
ー
マ
に
開
催

が
予
定
さ
れ
て
い
る
｡

ま
た
'
同
協
会
で
は
､
放
射
線

問
題
や
偽
装
問
題
な
ど
､
〟
食
″

の
安
全
に
対
す
る
関
心
が
高
ま

る
中
､
日
本
初
と
な
る
｢
食
の
安

全
検
定
｣
講
座
を
今
月
か
ら
開

始
し
て
い
る
｡

｢
全
国
え
だ
ま
め
サ
ミ
ッ
ト

-
n
十
勝
2
0
1
1
｣
(
主
催
=

岡
実
行
重
昂
会
)
が
北
海
道
帯

広
而
な
ど
で
開
か
れ
た
｡
全
国

の
生
産
者
､
流
通
業
者
､
エ
ダ
マ

メ
研
究
会
､
関
係
機
関
等
約
3

6
0
人
が
参
加
｡
北
海
道
十
勝

の
特
産
で
あ
る
冷
凍
加
工
エ
ダ

慶
応
大
大
学
院
の
林
美
香
子
特

任
教
授
に
よ
る
｢
食
と
農
に
よ

二
∴

マ
メ
用
の

生
理
作
用
が
激
し
い
エ
ダ
マ
メ

の
鮮
度
保
持
が
出
来
る
と
あ
り

参
加
者
か
ら
注
目
を
集
め
た
｡

2
日
目
に
行
わ
れ
た
現
地
見

学
会
で
は
､
河
西
郡
中
札
内
村

と
芽
室
町
を
訪
れ
､
エ
ダ
マ
メ

圃
場
な
ら
び
に
大
型
自
走
収
穫

機
に
よ
る
エ
ダ
マ
メ
収
穫
作

業
､
エ
ダ
マ
メ
加
工
施
設
な
ど

の
見
学
を
行
っ
た
｡
参
加
者
等

は
道
外
で
は
見
る
こ
と
が
出
来

な
い
大
型
機
に
よ
る
収
穫
と
冷

凍
加
工
向
け
エ
ダ
マ
メ
の
栽
培

に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
｡

マ
メ
を
p
R
す
る
と
と
も
に

全
国
の
エ
ダ
マ
メ
関
係
者
と

の
交
流
を
深
め
た
｡

エ
ダ
マ
メ
の
生
産
振
興
お

よ
び
消
丹
拡
大
を
目
的
に

開
か
れ
る
同
サ
ミ
ッ
ト
は
今

年
で
9
回
目
｡
北
海
道
で
は

初
め
て
の
開
催
｡

参
加
者
は
大
型
自
走
収
穫
機
に
乗
車
し
､
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
収
穫
を
体
験

シ
ア
が
今
月
下
旬
以
降
本
格
ス

タ
ー
ト
ご
J
れ
ま
で
に
入
荷
し

て
い
る
ネ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て

は
､
産
地
で
の
小
玉
傾
向
に
加

遅
れ
か
ら
大
玉
が

小
玉
が
多
い
た
め
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
産
8
8
玉
'
南
ア
産
7
2
玉

は
袋
売
り
で
対
応
を
｡

チ

　

リ

　

産

　

後

　

半

　

戦

1

4

0

玉

が

2

8

0

0

-

2

6

0
0
-
2
3
0
0
円
｡
1
6
5

玉

が

2

5

0

0

-

2

3

0

0

-

2
0
0
0
円
｡
チ
リ
産
の
在
庫

は
1
1
5
-
1
6
5
玉
が
多
い

が
へ
1
 
0
月
以
降
ボ
ト
ム
期
に
入

り
'
入
荷
量
は
低
水
準
｡
日
本

向
け
数
量
確
保
が
今
後
の
課
題

と
な
り
そ
う
で
､
今
後
も
小
玉

傾
向
は
続
く
｡
品
質
に
関
し
て

フ
ィ
リ
ピ
ン
産
は
生
産
減
少
期

に
つ
き
､
価
格
上
昇
傾
向
｡
品

質
に
関
し
て
は
各
産
地
と
も
と

く
に
問
題
は
な
い
｡

-
け
ス
当
た
り
の
価
格
は
､
ブ

よ
っ
て
国
内
で

の
バ
ラ
ン
ス
を

要
な
時
期
と
な

し
て
は
各
産
地

グ
リ
ー
ン
の
み
の
入
荷
と
な
る

が
､
す
で
に
ピ
ー
ク
は
過
ぎ
1
 
0

月
は
終
息
に
向
か
う
｡
品
質
に

関
し
て
は
､
相
持
ち
良
好
で
､
食

味
も
と
く
に
問
題
は
な
い
Q


